
国民の多くが不安や不信感を持ち、全国で
180を超える地方議会が廃止の延期か存続を
求める意見書を採択しているなか、マイナ保険
証の押し付けのために政府が決めた健康保険
証の新規発行の終了が12月2日に迫りました。

　
こ
の
飯
田
下
伊
那
で
も
、「
マ
イ
ナ
保
険

証
持
っ
て
な
い
け
ど
、
12
月
か
ら
ど
う
す

り
ゃ
い
い
ん
だ
い
？
」「
薬
局
で
マ
イ
ナ
保

険
証
が
な
い
と
薬
は
出
せ
ま
せ
ん
」
と
言

わ
れ
た
。
病
院
窓
口
で
は
「
こ
れ
（
保
険

証
を
）、
廃
棄
し
て
下
さ
い
」
と
患
者
さ

ん
か
ら
渡
さ
れ
た
な
ど
、
政
府
の
誤
解
を

与
え
る
広
報
、
強
引
な
マ
イ
ナ
保
険
証
の

推
進
策
で
、
多
く
の
住
民
、
そ
し
て
医
療

現
場
に
も
混
乱
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
6
月
か
ら
続
出
し
て
い
る
マ
イ
ナ

保
険
証
に
よ
る「
資
格
情
報
無
効
」「
住
所
・

名
前
の
相
違
」「
顔
認
証
が
う
ま
く
で
き

な
い
」
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
は
「
誤

紐
づ
け
」「
誤
登
録
」
だ
け
で
は
な
く
、

転
職
や
転
居
等
に
よ
っ
て
保
険
者
が
変

わ
っ
た
手
続
き
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
反
映

さ
れ
な
い
な
ど
、
今
な
お
多
く
の
問
題
を

抱
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
受
付
で
は
「
顔

認
証
」
や
「
暗
証
番
号
」
が
困
難
な
患

者
さ
ん
も
多
数
い
ま
す
。
従
来
の
健
康
保

険
証
な
ら
「
見
せ
る
だ
け
」
だ
っ
た
の
に
、

「
顔
認
証
」
な
ど
の
手
間
に
よ
っ
て
、
患
者

さ
ん
に
も
、
医
療
機
関
の
業
務
に
も
負
担

に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
解
決
す
る
の

は
「
見
せ
る
だ
け
」
だ
っ
た
健
康
保
険
証

を
残
す
こ
と
が
最
大
の
解
決
策
で
す
。
そ

の
た
め
に
も
私
た
ち
は
保
険
証
残
せ
の
訴

え
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。

※

今
回
、
12
月
2
日
以
降
の
医
療
機
関
・

調
剤
薬
局
の
受
診
に
つ
い
て
Q
＆
A
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。（
2
面
へ
続
く
）

マイナ保険証は
任意です！

いのちとくらし、平和を守るために

飯伊民医連
だより

11 月
2024
No.257

隔月刊

12 月2日以降の
医療機関・調剤薬局での受診に備えて

　　今までどおり

「保険証」でも
    受診できます

紙の
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9
月
26
日
に
東
京
の
日
比
谷
野

外
音
楽
堂
で
「
医
療
・
介
護
・
福

祉
に
国
の
予
算
を
増
や
せ
！
い
の

ち
ま
も
る
9
・
26
総
行
動
」が
行

わ
れ
、全
国
各
地
か
ら
2
4
0
0
人
、

飯
伊
民
医
連
か
ら
は
職
員
と
友
の

会
役
員
合
わ
せ
て
22
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

集
会
で
は
、
医
療
介
護
福
祉
労

働
者
か
ら
「
医
療
・
介
護
・
福
祉

従
事
者
の
大
幅
増
員
・
大
幅
賃
上

げ
、
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
の
再

改
定
を
実
現
す
る
こ
と
」「
医
療
・

社
会
保
障
費
を
増
や
し
、
患
者
・

利
用
者
の
負
担
増
を
止
め
る
こ

と
」「
紙
の
保
険
証
維
持
・
保
健

所
増
設
で
地
域
の
医
療
・
介
護
を

ま
も
る
こ
と
」「
軍
事
で
は
な
く

外
交
・
社
会
保
障
重
視
の
政
治
に

転
換
す
る
こ
と
」
が
訴
え
ら
れ
、

松
元
ヒ
ロ
さ
ん
の
ト
ー
ク
や
日
本

共
産
党
、
立
憲
民
主
党
議
員
等
に

よ
る
連
帯
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

集
会
後
は
東
京
駅
ま
で
集
会
内
容

の
ア
ピ
ー
ル
を
行
い
な
が
ら
パ
レ

ー
ド
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

健
和
会
病
院　
副
事
務
長

郷
津
久
美
子

◎健和会病院・かやの木
診療所、ひまわり薬局も従
来の保険証、マイナ保険証
どちらも利用できます。

◎飯伊民医連ではマイナ
保険証学習会と相談会を
行います。
＊11月 20日（水）
　　　　25日（月）
　12月 10日（火）
＊いずれも
　15：00～ 1時間程度
＊「かなえ寄り合い茶屋」予定
　にて
参加希望者は事前に友の
会事務局までご連絡くだ
さい。

　
　

12
月
2
日
で
健
康
保
険
証
が

　
　
廃
止
さ
れ
る
た
め
、
マ
イ
ナ

保
険
証
が
無
い
と
医
療
が
受
け
ら

れ
な
く
な
る
の
で
す
か
？

　
　
い
い
え
、12
月
2
日
以
降
も
、

　
　
マ
イ
ナ
保
険
証
が
な
く
て
も

医
療
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
受
け
ら

れ
ま
す
。

●
す
べ
て
の
医
療
機
関
・
薬
局
で

現
行
の
健
康
保
険
証
で
の
受
診
が

可
能
で
す
。
保
険
診
療
を
す
る
際

に
、
マ
イ
ナ
保
険
証
が
な
い
と
受

診
が
で
き
な
い
医
療
機
関
・
薬
局

は
あ
り
ま
せ
ん
。「
マ
イ
ナ
保
険

証
で
な
い
と
受
付
で
き
な
い
」
と

の
説
明
は
、
間
違
い
で
す
。

●
今
、
手
元
に
あ
る
健
康
保
険
証

は
12
月
２
日
以
降
も
使
え
ま
す
。

12
月
1
日
よ
り
前
に
発
行
さ
れ
た

健
康
保
険
証
は
、
最
長
１
年
間
、

そ
の
有
効
期
限
が
切
れ
る
ま
で
使

え
ま
す
。
有
効
期
限
は
加
入
し
て

い
る
公
的
医
療
保
険
（
国
保
、
健

康
保
険
、
共
済
組
合
、
後
期
高
齢
）

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、
お

手
元
の
健
康
保
険
証
の
有
効
期
限

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
今
の
健
康
保
険
証
の
有
効
期
限

が
切
れ
た
あ
と
は
、「
資
格
確
認

書
」が
交
付
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
っ
て
い
な
い

人
に
限
定
さ
れ
ま
す
。「
資
格
確

認
書
」
は
今
の
健
康
保
険
証
と
同

じ
よ
う
に
医
療
機
関
の
窓
口
で
見

せ
る
だ
け
で
使
え
ま
す
。

●
マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
っ
て
い
な

い
方
が
、
12
月
２
日
以
降
に
加
入

保
険
が
変
更
に
な
っ
た
場
合
は
、

変
更
日
以
降
は
「
資
格
確
認
書
」

で
受
診
で
き
ま
す
。

　
　「
資
格
確
認
書
」
は
、
い
つ
、

　
　
ど
の
よ
う
な
手
続
き
で
も
ら

え
ま
す
か
？

　
　「
資
格
確
認
書
」
は
、
今
の

　
　
健
康
保
険
証
の
有
効
期
間
が

切
れ
る
前
に
医
療
保
険
者
か
ら
お

手
元
に
届
け
ら
れ
る
予
定
で
す
。

「
当
分
の
間
」
は
申
請
し
な
く
て

も
自
動
で
交
付
さ
れ
、
送
ら
れ
て

く
る
予
定
で
す
。
詳
細
は
、
各
医

療
保
険
者
か
ら
の
案
内
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　
　
い
っ
た
ん
マ
イ
ナ
保
険
証
を

　
　
登
録
し
て
し
ま
っ
た
ら
「
資

格
確
認
書
」
は
も
ら
え
な
い
の
で

し
ょ
う
か
？

　
　
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
登
録

　
　
の
解
除
が
で
き
ま
す
。
申
請

先
は
加
入
す
る
健
康
保
険（
国
保

は
自
治
体
）で
す
。マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
は
使
う
が
保
険
証
と
し
て

の
利
用
は
し
な
い
、「
資
格
確
認

書
」を
使
い
た
い
な
ど
の
場
合
は
、

利
用
登
録
の
解
除
を
す
れ
ば
、「
資

格
確
認
書
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
　
マ
イ
ナ
保
険
証
の
登
録
を
解

　
　
除
す
る
と
、
付
与
さ
れ
た
マ

イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
は
返
さ
な
い
と
い

け
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

　
　
ポ
イ
ン
ト
を
返
還
す
る
必
要

　
　
は
あ
り
ま
せ
ん
。
マ
イ
ナ
保

険
証
の
登
録
を
解
除
し
た
場
合

も
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
返
上

し
た
場
合
も
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
を

返
還
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Q1

Q2

Q3

いのちまもる
9・26 総行動

A

A

AQ4A

1～2 面　　　　　　　　
健和会病院外来医事課長

久保田　博文
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8
月
6
日
に
、
飯
伊
地
域
の
養
護
老
人
ホ

ー
ム
4
施
設
と
南
信
州
広
域
連
合
担
当
課
と

の
意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ハ
ー
ト

ヒ
ル
川
路
で
は
、
こ
れ
ま
で
各
自
治
体
を
個

別
に
訪
問
し
、
意
見
交
換
を
行
っ
て
き
ま
し

た
が
、
今
回
の
会
議
で
は
特
に
契
約
入
所
に

関
す
る
問
題
が
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

　

契
約
入
所
に
関
し
て
は
、
国
か
ら
明
確
な

基
準
が
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
施
設
ご
と
の
裁

量
で
利
用
料
を
決
定
で
き
る
た
め
、
運
用
に

違
い
が
生
じ
て
き
ま
す
。
施
設
ご
と
に
対
応

が
異
な
る
現
状
に
対
し
、
あ
る
程
度
一
致
し

た
基
準
の
必
要
性
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
契
約
入
所
は
緊
急
的
な
対
応
に

過
ぎ
ず
、
本
来
は
自
治
体
が
責
任
を
持
っ
て

満
床
と
な
る
入
所
措
置
を
行
う
べ
き
で
あ

り
、
対
象
と
な
る
方
の
間
口
を
広
く
考
え
て

い
た
だ
く
必
要
も
あ
る
と
い
う
意
見
が
共
有

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
意
見
交
換
会
は
こ
れ
ま
で
例

が
な
く
、
広
域
連
合
も
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

抱
え
る
問
題
に
対
す
る
認
識
を
深
め
ら
れ
た

場
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
、
今
後

も
定
期
的
な
懇
談
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

ハ
ー
ト
ヒ
ル
川
路
　事
務
長

　
川
越
大
輔

だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
式
典
後
は
厨
房
職
員
が
特

別
な
お
祝
い
膳
を
用
意
し
、
理
事
長

の
乾
杯
を
合
図
に
祝
賀
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た

方
は
口
々
に
「
美
味
し

い
食
事
だ
っ
た
よ
」
な

ど
の
お
声
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
み
な
さ

ん
が
、
笑
顔
で
元
気
に

お
過
ご
し
い
た
だ
け
る

よ
う
、
入
居
者
と
職
員

の
心
を
つ
な
い
だ
ケ
ア

を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ハ
ー
ト
ヒ
ル
川
路

敬
老
式
典
実
行
委
員
長

村
澤
　朋
美

養護老人ホーム施設と
広域連合との意見交換会

　

ハ
ー
ト
ヒ
ル
川
路
で
は
９
月
７
日

に
敬
老
式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
こ
の
間
、
途
絶
え
て
し

ま
っ
た
縁
を
ふ
た
た
び
繋
い
で
い
け

る
よ
う「
繋
ぐ
〜
心
を
つ
な
ぐ
」を
テ

ー
マ
と
し
て
、
式
典
を

行
い
ま
し
た
。

　

こ
こ
数
年
は
コ
ロ
ナ

禍
の
た
め
に
中
断
し
て

い
ま
し
た
が
、
式
典
参

加
者
へ
の
お
化
粧
を
ソ

ー
マ
化
粧
品
の
方
に
し

て
い
た
だ
き
、
再
び
縁

を
つ
な
げ

る
こ
と
が

で
き
ま
し

た
。

　

式
典
は
、
副
市
長
を

は
じ
め
７
名
の
来
賓
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
百
寿
・
米
寿
を

迎
え
ら
れ
た
方
に
は
市

よ
り
お
祝
い
の
品
を
授

与
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

日
々
の
施
設
な
ど
へ
の
奉
仕
活
動
に

ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
方
々
に
も

御
礼
を
込
め
た
表
彰
を
さ
せ
て
い
た

敬
老
式
典

テ
ー
マ

「
繋
ぐ
〜
心
を
つ
な
ぐ
」

　きっかけは、入居されてか
ら「ここは体操・お話ができ
るところだと思っていた…」
「こんな人たちと暮らしたくない…」と不満な言葉が出てしまうこ
ともあり、ご飯以外は自室にこもる生活でした。　生き甲斐のあ
る生活を送っていただくためには何ができるのかを他部署を巻き
込んで検討しました。アセスメントする中で、野球が好き、昔キャ
ッチャーをやっていた、巨人が好きと３つのワードを引き出すこと
ができた中で、ケアプランに野球というキーワードに取り入れ実行
していきました。飯田市で行われた社会人リーグの野球観戦をき
っかけに、プロ野球観戦に出かける大きな目標を持ちました。
　名古屋バンテリンドームに行くための体力作り ( 歩行・立位 ) を
始めると、何事にも前向きな姿や発言が引き出せるようにもなり、
8 月 11 日に念願のプロ野球観戦が実現しました。試合中は前のめ
りで熱中して観戦する姿も見られ、目標を達成できた喜びを職員
と一緒に分かち合える貴重な時間となりました。

特別養護老人ホームゆい　宮毛 智紀

8月１１日に、入居者さんと
名古屋ドームのプロ野球観戦
に出かけました！

念
願
の

　

プ
ロ
野
球

　
　
　
　
観
戦



4

　東京商工リサーチは 10/7 に「介護事業者の倒産が
止まらず、10 月には年間最多を更新する見込みとなっ
た。2024 年度上半期（4-9 月）の「介護事業者」倒
産は 95 件（前年同期比 66.6％増）で、2022 年度上
半期（73 件）を大幅に上回り、上半期では過去最多
を記録した。特に、「訪問介護」
が 46 件と急伸した。人手不足
やコスト増、報酬の引き下げ改
定など、介護業界を取り巻く経
営環境は厳しく、先行きが見通
せない企業の脱落が相次ぎ、記
録的な増加が続いている。」と
発表しました。
　長野県内で訪問介護事業所
が 0～ 1ヶ所の町村が 34 あり
ますが、飯田下伊那ではその内の 32.3％を占める 11
町村あることから、上記のような倒産が起きれば住民
の生活に大きな影響が出るのは目に見えています。
　飯伊地区社保協は住民のいのちを守るためにも引き
下げを撤回させようと9月の市町村議会に｢訪問介護費
の引き下げ撤回と、介護報酬引き上げの再改定を早急
に行うことを求める｣陳情を飯田下伊那の 10 市町村議
会へ提出し、全ての議会で採択されました。今回、委
員会説明には介護職員が出席し、燃料費高騰で移動に
かかる費用が増えたことやヘルパー不足や高齢化など

の現状に報酬の引き下げは経営破綻を来す可能性があ
るなど、現場の苦しい状況を訴えました。議員からは「都
市部を基準に引き下げられることはあってはならない」
「うちの村（町）も人員不足で大変な状況」と賛成意
見が相次ぎ、この問題に対する世論の広がりを実感し

ました。訪問介護費引き下げ撤
回の要求は切実で議会の態度
にも表れたように世論が後押し
しているということです。ここ
に確信をもって、引き下げが撤

介護報酬費引き下げの早期中止と引き上げを…陳情書を提出した全ての議会で採択！

　

選
定
療
養
と
は
、

患
者
さ
ん
が
追
加
費

用
を
支
払
っ
て
選
ぶ

特
別
な
医
療
サ
ー
ビ

ス
で
、
保
険
診
療
と
併
用
が

認
め
ら
れ
て
い
る
制
度
で

す
。
具
体
的
に
は
個
室
利
用

な
ど
の
差
額
の
ベ
ッ
ド
代

や
、
紹
介
状
な
く
大
病
院
を

初
診
で
受
診
し
た
際
な
ど
が
該
当

し
ま
す
。

　

２
０
２
４
年
１０
月
か
ら

か
な
え
ひ
ま
わ
り
薬
局
で

も
長
期
収
載
品
（
後
発
医

薬
品
の
あ
る
先
発
医
薬
品
）

を
患
者
さ
ん
の
希
望
で
使

用
す
る
際
に
、
選
定
療
養

費「
特
別
の
料
金
」と
し
て
、

長
期
収
載
品
と
後
発
医
薬

品
の
差
額
の
4
分
の
1
に

相
当
す
る
金
額
を
患
者
さ

ん
に
保
険
外（
自
費
）と
し

て
ご
負
担
い
た
だ
く
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

厚
労
省
は
将
来
に
わ
た

っ
て
国
民
皆
保
険
を
守
っ

て
い
く
た
め
の
も
の
で
、

目
的
は
患
者
さ
ん
に
特
別

の
料
金
を
支
払
っ
て
も
ら

う
こ
と
で
は
な
く
、
こ
の

機
会
に
よ
り
多
く
の
方
に
後
発
医

薬
品
の
利
用
へ
の
切
り
替
え
を
ご

検
討
し
て
も
ら
う
こ
と
だ
と
言
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
医
療
費
の

高
騰
を
抑
え
る
た
め
に
先
発
医
薬

品
の
使
用
者
か
ら
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー

的
に
徴
収
す
る
今
回
の
制
度
に
、

国
民
皆
保
険
制
度
の
行
く
末
の
不

安
を
感
じ
ま
す
。

か
な
え
ひ
ま
わ
り
薬
局
　事
務
長

　
片
桐
　利
文

保
険
薬
局
で
も
選
定
療
養
費
の
徴
収
が
始
ま
り
ま
し
た

■２０２４年１０月から
かなえ

ひまわり薬局

回され、引き上げ
の実現まで引き
続き運動をすすめ
ていきます。

採択：飯田市※1・松川町・高森町・豊丘村・喬木村・阿南町・
下條村・天龍村・大鹿村・売木村・阿智村※2・喬木村※2
※1　社保協の陳情は否決、議員提案の要望書を採択
※2　6月議会で他団体提出の陳情を採択

飯伊地区社保協　事務局長
唐澤　一夫
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高
次
脳
機
能
障
害
は
、
脳
の
働

き
の
な
か
で
も
、「
高
次
」
の
障
害
、

つ
ま
り
、
麻
痺
や
嚥
下
な
ど
の
身

体
機
能
で
は
な
く
、
記
憶
力
、
注

意
力
、
言
語
能
力
、
判
断
力
、
感

情
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
な
ど
、
認
知

力
の
症
状
の
た
め
に
、
社
会
生
活
に
影
響

す
る
よ
う
な
障
害
で
す
。
生
ま
れ
つ
き
の

も
の
や
、
精
神
障
害
、
認
知
症
と
は
違
い
、

原
因
が
脳
卒
中
や
脳
外
傷
、
脳
腫
瘍
な
ど

の
脳
の
病
気
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
身
体
の

障
害
が
合
併
し
て
い
な
い
方
で
は
、
一
見

障
害
が
無
い
よ
う
に
見
え
る
こ
と
も
あ

り
、「
見
え
に
く
い
障
害
」
と
も
言
わ
れ

ま
す
。
入
院
中
に
は
気
が
付
か
れ
ず
、
仕

事
や
家
事
な
ど
、
社
会
生
活
に
も
ど
っ
た

と
こ
ろ
、
症
状
が
明
ら
か
に
な
り
、
困
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
入
院
中
か
ら
わ
か
っ

て
い
る
方
も
、
社
会
復
帰
す
る
ま
で
に
時

間
が
か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
患
者
さ
ん
を
支
援
す
る
た
め
に
、

2
0
2
2
年
5
月
よ
り
、
高
次
脳
機
能
障

害
専
門
外
来
を
始
め
ま
し
た
。
患
者
会
、

家
族
会
も
外
来
の
日
に
合
わ
せ
て
開
催
し

て
い
ま
す
。3
か
月
ご
と
の
開
催
で
、
2

年
間
で
外
来
受
診
は
の
べ
34
人
。患
者
会
、

家
族
会
も
あ
わ
せ
る
と
の
べ
1
0
7
人
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
健
和
会
病
院
は
長

野
県
の
高
次
脳
機
能
障
害
支
援
拠
点
病
院

に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
今
後
も
入
院
、
外

来
治
療
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
●
相
談
室
M
S
W
松
井　
俊

　

鼎
地
区
地
域
ケ
ア
会
議
は
か
な
え
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
、
あ
ぐ
り
か
な
え
居
宅
支

援
事
業
所
、
健
和
会
の
3
事
業
所
が
主
体

と
な
り
、
行
政
や
民
生
委
員
な
ど
地
域
の

方
々
と
顔
の
見
え
る
関
係
を
築
き
、
連
携

や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の

た
め
事
例
検
討
、
意
見
交
換

な
ど
を
年
に
2
回
行
っ
てい
ま

す
。2
0
2
4
年
5
月
22
日
の

会
議
で
は
、
あ
る
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
の
事
例
に
つ
い
て
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し

た
。

　

2
0
2
2
年
12
月
に
県
が

実
施
し
た
実
態
調
査
で
は
自

分
が
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
だ
と

認
識
の
あ
る
小
学
生
か
ら
大

学
生
は
約
1
0
0
0
人
で
全

国
平
均
の
倍
と
報
告
さ
れ
ま

し
た
。
当
事
者
に
は
自
分
が

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
だ
と
認
識

が
な
く
、
周
囲
も
気
づ
き
に

く
い
た
め
支
援
に
繋
が
ら

ず
、
子
ど
も
の
生
活
や
将
来

へ
の
影
響
が
危
惧
さ
れ
て
い

ま
す
。
県
社
協
は
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
コ
ー
テ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
、
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
の
協
力
を
行
い

実
態
把
握
と
支
援
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の

会
議
を
通
じ
て
子
ど
も
が
勉
強
、
部
活
、

友
人
と
の
時
間
が
十
分
持
て
る
よ
う
に

我
々
ケ
ア
マ
ネ
も
訪
問
な
ど
で
気
付
い
た

こ
と
を
行
政
や
関
係
者
に
相
談
し
て
行
政
、

地
域
、
事
業
者
な
ど
地
域
全
体
で
支
援
す

る
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

健
和
会
特
定
在
宅
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー 

飯
島　
克
也

皆
さ
ん
は

「
高
次
脳
機
能
障
害
」

と
い
う
病
名
を

聞
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
か
？

高次脳機能障害と
専門外来健

和
会
病
院
　
　
　
　
　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

　
医
師
　
山
本
　ひ
と
み

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
支
援
を

み
ん
な
で
考
え
る

研
修
会
に
参
加
し
て



　

１０
月
１１
日
に
下
久
堅
支
部
は
強

化
月
間
に
合
わ
せ
て
行
っ
て
い
る

恒
例
の
旅
行
が
あ
り
、
会
員
23
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
昨
年
は
「
ど

う
す
る
家
康
」
の
舞
台
の
愛
知
県

岡
崎
市
に
行
き
、
海
な
し
県
か
ら

行
く
参
加
者
は
美
味
し
い
海
鮮
料

理
に
期
待
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ

こ
は
大
河
ド
ラ
マ
の
聖
地
、
家
康

が
食
べ
た
と
さ
れ
る
精
進
料
理
が

出
さ
れ
、
参
加
者
は
や
や
拍
子
抜

け
、
そ
こ
で
、
今
年
は
行
程
を
考

え
る
班
長
会
議
内
で
昼
食
は
海
鮮

料
理
を
し
っ
か
り
お
願
い
さ
れ
、

旅
行
会
社
に
も
念
押
し
し
ま
し

た
。
当
日
、
一
行
は
飯
田
市
を
出

発
し
、ミ
ツ
カ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、

み
か
ん
狩
り
、
明
太
パ
ー
ク
へ
立

ち
寄
り
、
目
的
地
の
知
多
半
島
に

到
着
し
ま
し
た
。
昼
食
は
、
近
海

の
刺
身
を
中
心
に
、
大
き
な
エ
ビ

フ
ラ
イ
、
ぶ
り
の
照
り
焼
き
、
あ

ら
汁
と
食
べ
き
れ
な
い
ほ
ど
の
海

鮮
三
昧
に
参
加
者
は
大
満
足
で
し

た
。
帰
り
の
車
内
は
「
何
を
食
べ

て
も
美
味
し
か
っ
た
」「
食
べ
き

れ
な
く
て
も
っ
た
い
な
い
」
な
ど

感
想
が
飛
び
交
い
盛
り
上
が
り
、

１
年
越
し
の
旅
行
の
目
的
を
果
た

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

１０
年
以
上
行
わ
れ
、
今
や
参
加

者
の
平
均
年
齢
７〇
歳
に
な
る
支
部

旅
行
が
今
年
も
み
な
さ
ん
元
気
に

参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

39
歳
の
私
は
、
こ
う
言
っ
た
企
画

に
参
加
す
る
た
び
に
み
な
さ
ん
か

ら
元
気
を
貰
っ
た
と
な
り
ま
す

が
、
今
回
は
逆
に
元
気
を
吸
い
取

ら
れ
た
ぐ
ら
い
の
気
持
ち
に
な
っ

た
旅
行
で
し
た
。

伊
那
谷
健
康
友
の
会
　事
務
局
長

　
寺
澤　
由
弘

　

今
回
、
大
阪
保
険
医
協
会

の
協
力
の
も
と
、
清
水
さ
ん

に
同
行
し
訪
中
で
き
た
こ
と
。

募
金
に
協
力
い
た
だ
き
多
く
の
み

な
さ
ん
の
お
か
げ
で
無
事
こ
の
場

に
戻
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
ず
は
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

私
は
、
飯
田
市
平
和
祈
念
館
を

考
え
る
会
の
会
員
代
表
と
し
て
今
回

訪
中
さ
せ
て
も
ら
い
、現
地
で
会
見

を
受
け
る
清
水
さ
ん
の
傍
ら
か
ら

感
じ
た
こ
と
を
述
べ
る
に
過
ぎ
ま

せ
ん
が
、中
国
メ
デ
ィ
ア
か
ら
の
質

問
は
な
か
な
か
直
球
で
し
た
。

　

た
と
え
ば
、「
何
故
少
年
兵
と

な
り
こ
の
よ
う
な
行
為
に
関
わ
る

加
害
者
側
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の

か
」
や
「
亡
く
な
ら
れ
た
み
な
さ

ん
に
思
う
こ
と
は
」
な
ど
で
す
。

当
時
軍
国
主
義
下
の
日
本
で
上
官

に
逆
ら
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

は
ず
な
の
に
、
そ
の
時
代
の
せ
い

に
は
せ
ず
、
清
水
さ
ん
は
自
分
事

と
し
て
、
行
っ
た
こ
と
に
向
き
合

お
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
印
象
的

で
し
た
。
そ
れ
は
日
本
と
中
国
と

の
間
で
被
害
者
と
加
害
者
と
い
う

関
係
が
あ
り
、
一
言
で
は
片
付
け

ら
れ
な
い
重
い
課
題
で
あ
る
こ
と

を
実
感
し
た
時
間
で
も
あ
り
ま
し

た
。
も
う
少
し
、
罪
証
陳
列
館
の

展
示
物
を
丁
寧
に
見
学
し
た
か
っ

た
の
で
す
が
、
メ
デ
ィ
ア
に
囲
ま

れ
、
会
見
に
時
間
が
削
が
れ
、
時

間
が
確
保
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が

少
し
心
残
り
で
す
。

　

清
水
さ
ん
自
身
も
7
3
1
部
隊

に
入
隊
し
て
侵
略
犯
罪
行
為
の
手

先
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
、

後
悔
と
謝
罪
の
気
持
ち
を
抑
え
る

こ
と
が
で
き
な
い
の
が
こ
れ
ま
で

の
会
見
か
ら
も
伝
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
は
個
人
の
問
題
で

済
ま
さ
れ
ま
せ
ん
。
過
去
、
日
本

人
が
人
権
を
脅
か
し
倫
理
観
の
な

い
行
為
に
及
ん
だ
こ
と
。
そ
の
先

頭
に
い
た
の
が
医
師
で
あ
っ
た
こ

と
。
二
度
と
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

こ
と
で
あ
る
こ
と
を
知
る
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

　

清
水
さ
ん
が
元
7
3
1
部
隊
の

少
年
兵
と
な
る
ま
で
に
は
、
学
校

の
先
生
の
す
す
め
な
ど
そ
の
時
代

が
ど
ん
な
時
代
で
あ
っ
た
か
も
踏

ま
え
て
考
え
な
い
と
個
々
の
加
害

者
を
た
だ
責
め
る
格
好
に
な
っ
て

し
ま
う
と
思
い
ま
す
。
世
の
中
が

6

向
い
て
い
る
方
向
に
よ
っ
て
同
じ

こ
と
が
繰
り
返
さ
れ
か
ね
な
い
と

感
じ
る
体
験
で
し
た
。

　

あ
ら
た
め
て
、
送
り
出
し
て
い

た
だ
い
た
み
な
さ
ん
に
感
謝
を
い

た
し
ま
す
。

　

 

飯
田
民
医
連
労
働
組
合

　
伊
壺
一
輝

※
8
月
12
日
〜
15
日
に
7
3
1
部
隊
の

元
少
年
隊
員
の
清
水
英
男
さ
ん
の
跡

地
訪
問
に
同
行
。

下久堅支部旅行

中国731部隊跡地　訪問を終えて※
7
3
1
部
隊
と
は
、
戦
時
中
に

旧
満
州
で
細
菌
兵
器
の
開
発
や
人

体
実
験
を
行
っ
た
部
隊
、
正
式
名

称
は
「
関
東
軍
防
疫
給
水
部
」

伊
那
谷
健
康
友
の
会
事
務
局　0
2
6
5-

5
3-

7
2
5
2

伊
那
谷
健
康
友
の
会
11
月
12
月
の
予
定

バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
班
会
、
筋
力
ア
ッ
プ
体
操
お
知
ら
せ

●鼎支部　鼎文化センター
毎週水曜日　10時～11時
●山本支部　東平防災センター
11月28日（木）12月26日（木）
10時～11時
●高森支部　豊丘はつらつ
11月16日（土）
10時～11時
●松尾支部　松尾公民館
11月18日（月）12月16日（月）
10時～11時半

●かやの木筋力アップ体操　
かやの木診療所
11月13日（水）12月10日（水）
16時～17時
●下久堅支部　下久堅公民館
11月15日（金）12月20日（金）
10時～11時
●合同バランスボール班会　
鼎公民館
12月21日（土）10時～11時
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１０
月
１７
日
、
は
や
し
の
杜
ま
つ

り
を
開
催
。
今
回
初
め
て
の
企
画

と
し
て
綿
菓
子
を
作
り
ま
し
た
。

甘
い
香
り
が
漂
う
と
、
利
用
者
さ

ん
た
ち
が
集
ま
り
「
こ
れ
は
美
味

し
い
」
と
食
べ
ま
し
た
。
老
健
の

各
ユ
ニ
ッ
ト
・
特
養
・
デ
イ
ケ
ア

で
は
そ
れ
ぞ
れ
に
お
楽
し
み
企
画

を
し
て
、
そ
こ
に
神
輿
が
回
り
ま

し
た
。「
今
日
は
良
か
っ
た
」
と

泣
い
て
喜
ぶ
利
用
者
さ
ん
も
い
ま

し
た
。
中
庭
に
集
ま
り
、
手
を
つ

な
ぐ
杜
の
会
の
み
な
さ
ん
に
よ
る

「
歌
声
」
で
閉
会
を
し
ま
し
た
。

社
会
福
祉
法
人
林
の
杜　
事
務

寺
沢
江
理

●2024年 11月 23日（土）祝日
●式典…9：30～　記念講演…10：00～
●場所：鼎文化センター　大ホール　※入場無料
記念講演「健康格差社会への処方箋」
＊講師＊近藤　克則 氏
　千葉大学予防医学センター・健康まちづ
　くり共同研究部門　特任教授
　社会医療法人健和会はおかげさまで昨年
の 12月に創立 50周年を迎えました。地
域の皆様や医療・福祉機関、行政など関係す
る全ての皆様のお力添えがあってのことだと感謝しております。
　この度、記念式典を開催することになりました。記念講演の
講師には、健康格差研究の国内第一人者である近藤克則先生を
お招きしました。近藤先生は所得や学齢、職業などにより健康
格差が生じることや、人・地域との関わりが高齢者の健康維持
につながることなどを長年にわたって研究・発信されてきまし
た。どなたでも無料で参加できます。多くの方のご来場をお待
ちしております。　問合せ：健和会0265-23-3116（代表）

①耐熱容器に、まいたけ、しめじ（石づきを取る）、
　えのき（石づきを取って３等分に切る）をほぐ
　して入れる。
②Aを混ぜ合わせてから①に入れてよく混ぜる。
③ふんわりとラップをして600ｗのレンジで３
　分加熱。一度取り出して混ぜ、再度600ｗの
　レンジで３分加熱する。（加熱が足りないよう
　なら追加で30秒ずつ加熱する）
※そのままご飯にかけても良し、焼いた厚揚げ、
湯豆腐にかけても良し。ゆでた野菜にかけたりし
て手軽に食物繊維をプラス！！

佐々木 朱美
健和会病院　
健康管理課管理栄養士
飯田下伊那地域
糖尿病療養指導士

手軽
に簡単ら らくら らく くく

きのこのあんかけ

材料

50レシピ
手軽
に簡単

私たちの食に欠かせない「お米」。
最近ダイエットのためにお米を
食べない人もいるようですが、
お米＝太るには誤解があります。
　お米は食物繊維も含まれてお
り、粒で摂取するため、よく噛
んで食べることで血糖値の急上
昇を抑えることができます。腹
持ちも良く、脂質も少ないため
体脂肪になりにくい糖質です。
太りやすい糖質は砂糖や果物などに含まれる「糖
類」。吸収が早く、血糖値を急上昇させ、脂肪に変
わり体に蓄積します。お米を食べない、極端に少な
くすることで、空腹感が増し、間食をしたり、おか
ずを食べすぎてしまい、逆に体重が増えてしまう
こともあります。
　新米が出回り、お米のおいしい季節になりまし
た。お米の良さを再確認し、自分の適量の中で召
し上がっていただくと良いと思います。（食べ過ぎ
るともちろん体重が増えますので、量には注意が必要です。）

●まいたけ…1 パック　●しめじ…1袋
●えのき…1袋

　●水 50ml　●しょうゆ、酒、みりん…各大さじ 2
　●顆粒だし…小さじ 1　　●おろし生姜…少々
　●片栗粉…小さじ 2

作り方

Ａ

厚揚げに
かけてみました

健和会創立50周年記念式典健和会創立50周年記念式典
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パズル

＊パズル　メール（hani-miniren@kenwakai.or,jp）または郵便はがきに住所、氏名、解答を書いてお送りください。
5名様に図書カードをお届けします。（締め切りは11月末日必着　正解者多数の場合は抽選）
＊本誌のご感想、ご意見をお書き添えください。本誌に掲載させていただく場合もあります。
匿名希望者はペンネームをお書きください。
［宛先］　〒395-0801飯田市鼎中平1905-5 飯伊民医連
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　タテのカギ
2　茶の湯に使う道具類。茶道具。
3　根性。強い意志。無理やりでもやりとげようとする心。
4　大気中の水蒸気が冷やされ、水のしずくになって
     落ちてくるもの。
5　飛行機などが地面に近いところを飛ぶこと。
7　人を呼ぶときや合図をするときに鳴らすベル。
8　普段。普通。「〇〇〇〇〇営業」
9　予算決定のためのたたき台。
11　ある事柄に対する考え。
14　レンコンが取れる多年生水草。

　ヨコのカギ
1　その場にふさわしくないこと。
4　前もって頼りにすること。
6　名簿からその名前を取り除くこと。
8　月が明るく照る夜。
10　一番良いこと。
12　グー、チョキ、パー。
13　意見。考え。プラン。
14　木・紙・金属などで作った四角い入れ物。
15　めん類の一種。ラーメンやそうめんよりも太い。
16　ゼロより小さい数。マイナスの数。
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9
月
号
の
解
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■
9
月
号
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当
選
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│
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解
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41
名
の
中
か
ら
5
名
の
方
に
図
書
カ
ー

　
ド
を
お
送
り
し
ま
す
。

　
増
田
秀
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／
田
中
芳
美
／
林
宗
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井
戸
茂
子
／
井
上
憲
一
　
　

飯伊民医連
ク　ロ　ス　ワ　ー　ド パ ズ ル

読
　
者
　
の
　
声

飯伊民医連共同組織現勢：総数 16,010 人（実数）、10,859 世帯 / 健康友の会：12,094 人 / ゆいの会：1,578 人 / ひだまり：186 人 / 杜の会：2,152 人（9/30現在）

医
療
介
護
の
担
い
手
に
な
る

よ
う

　

中
学
生
、
高
校
生
が
体
験

を
通
じ
て
人
と
の
触
れ
合
い

を
学
ん
で
い
る
こ
と
、
大
変

頼
も
し
く
う
れ
し
く
感
じ
ま

し
た
。
わ
が
家
も
介
護
認
定

１
の
夫
が
い
ま
す
。
と
て
も

素
晴
ら
し
い
希
望
の
持
て
る

記
事
を
読
ま
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。　
　
　
　
　
（
坂
巻
）

薬
の
分
離
保
管

　

自
分
も
行
っ
て
い
る
の
で
、

気
を
つ
け
な
く
て
は
と
思
い

ま
し
た
。
他
の
物
で
多
い
誤

飲
の
事
例
も
知
り
た
か
っ
た

で
す
。　
　
（
市
岡
恵
美
子
）

飲
ん
じ
ゃ
い
ま
し
た
⁉
に

ビ
ッ
ク
リ

　
薬
の
ヒ
ー
ト
飲
ん
じ
ゃ
う

こ
と
あ
る
ん
で
す
ね
。
自
分

も
薬
を
飲
む
の
で
注
意
し
ま

す
。　
　
　
　
　
（
す
ず
め
）

そ
う
め
ん
の
会
を
読
ん
で

　

季
節
感
や
人
に
感
謝
さ
れ

る
こ
と
が
、
日
々
の
活
力
に

な
る
の
だ
と
、
改
め
て
感
じ

ま
し
た
。　
　
　
（
バ
ナ
ナ
）

そ
う
め
ん
を
食
べ
て
季
節
を

感
じ
る
会

　

日
々
の
業
務
で
大
変
な

中
、
患
者
さ
ん
の
気
持
ち
に

寄
り
添
っ
て
ケ
ア
し
て
い
た
だ

け
る
こ
と
に
感
謝
し
か
あ
り

ま
ん
。　

(

ま
ー
く
ん
パ
パ)

自
分
の
誕
生
日
が
原
爆
投
下

の
日
と
同
じ

　
核
廃
絶
運
動
は
と
て
も
関

心
が
あ
り
ま
す
。
平
和
運
動

に
参
加
さ
れ
た
記
事
を
読
ん

で
一
人
で
も
多
く
の
方
に
平

和
で
あ
る
こ
と
の
尊
さ
を
感

じ
て
も
ら
え
れ
ば
と
願
う
ひ

と
り
で
す
。   （
ミ
ニ
ト
マ
ト
）

広
島
に
行
っ
た
職
員
の
人
達

の
文
で

　
次
の
世
代
に
教
え
て
い
く

大
切
さ
を
思
い
ま
し
た
。
平

和
な
生
活
が
で
き
る
よ
う
に

祈
り
た
い
で
す
。（
沢
柳
芳
彦
）

は
や
し
の
杜
の
取
組
み
、
ス

テ
キ
で
す
‼

　

我
が
子
も
ト
マ
ト
を
採
る

目
が
キ
ラ
キ
ラ
し
て
い
た
夏

で
し
た
！
外
で
の
活
動
を
支

援
は
大
変
だ
と
思
い
ま
す
が
、

職
員
の
皆
様
も
体
調
に
気
を

つ
け
て
過
ご
し
て
い
た
だ
き
た

い
で
す
。　　
（
い
お
ち
ま
ま
）

「
手
軽
に
簡
単
ら
く
ら
く
レ
シ

ピ
」
を
楽
し
み
に
利
用
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す

　
材
料
や
調
味
料
の
中
で
用

意
で
き
な
い
も
の
が
あ
っ
て

も
、
お
い
し
く
い
た
だ
け
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
楽
し
み
で

す
。                     （
ｙ
・
k
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
保

険
証
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

み
た
い
な
広
報
は
や
め
て
欲

し
い
で
す

　
ま
だ
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
（
中
塚
み
ね
子
）

多
く
の
皆
様
か
ら
貴
重
な
ご

意
見
を
い
た
だ
き
、
誠
に
嬉

し
く
存
じ
ま
す
。
紙
面
の
都

合
に
よ
り
、
全
て
を
掲
載
す

る
こ
と
が
難
し
い
状
況
と

な
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
、
何

卒
ご
理
解
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

このような時、事務局までご連絡ください 住所が変わった時、引っ越しされた時、同じお宅に 2部届いている時、
宛名（友の会会員）の方がお亡くなりになられた時 伊那谷健康友の会事務局 0265-53-7252


